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概 要

ユビキタスコンピューティングでは，状況に適応的なサービスを提供するコンテクストアウェアネスの研究
が進められている．ユーザやユーザの周辺の状況を表すコンテクストの生成は正確に行われる必要がある．
本稿では，ユーザの位置情報などのコンテクストをスケジュール情報の属性情報を用いて生成・提供を行う
機構の提案をする．

1. はじめに
　ユビキタスコンピューティングでは，状況に適応的
なサービスを提供するコンテクストアウェアネスの研究
[1]が進められている．
　我々は，ユーザのコンテクストに適応したサービスを
提供するシステムとして，United Spacesの研究を進め
ている [2]．United Spacesは，複数の論理的なサービス
提供空間によって構成される．これらの空間は，ユーザ
のコンテクストを認識し，適応的にサービスを提供する
コンテクストアウェアな空間である．空間には，サービ
スを提供するサービスプロバイダ（以下 SP）が存在す
る．ユーザは空間にログインして，空間に存在する SP
のサービスを実行する．
　近年，無線 LANの電波強度などセンサを利用して位
置情報を生成する方法が提案されている．現行のUnited
Spacesで扱うコンテクスト情報の例としても，無線LAN
の電波強度を利用して部屋の入退室認識に基づく位置情
報などがある．しかし，無線 LANの電波強度を利用し
た位置コンテクスト生成では，電波強度が常時安定して
いるという保証はなく電波干渉の影響を受けやすい．こ
のように必ずしもセンサから正確なコンテクストを生成
できるとは限らない．また，そもそも測位システムを備
えていない空間も，端末を携行しないユーザもいるであ
ろう．
　そこでセンサだけでなく，スケジュール情報も用いる
ことで，両者を用いたコンテクスト生成は必ずしも正確
とは言えないが，両者を統合する事によってコンテクス
トの確度を向上させる．
　そこで本稿では，まずスケジュール情報を用いたコン
テクストの生成手法について述べ，次に United Spaces
でスケジュール情報を用いたコンテクストの生成と提供
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を行う機構について提案する．

2. スケジュール情報を用いたコンテクストの
生成手法

スケジュール情報の属性情報を用いて生成されるコン
テクストの例について説明する．次にそのコンテクスト
をセンサ情報を用いて確度の向上について説明する

2.1 位置コンテクストの生成

位置コンテクストとはあるユーザの位置情報に対応す
るコンテクストである．以下に 1 つのスケジュールを
持ったユーザと複数のスケジュールを持ったユーザの位
置コンテクスト生成の例を示す．次にその生成された位
置コンテクストのセンサを用いた確度の向上について述
べる．
・１つのスケジュールを持ったユーザ
開始時刻 Ti，終了時刻 Ti+1，場所Dといった属性のスケ
ジュール情報を持ったユーザの時刻 tにおける位置 L(t)
を下記の式でそれを示す．

L(t) =

{
D(Ti ≤ t ≤ Ti+1)
不定 (Otherwise)

(1)

・２つのスケジュールを持ったユーザ
スケジュール Aと次のスケジュール Bをもったユーザ
がいたとする．スケジュール Aの開始時刻 Ti，終了時
刻 Ti+1，場所DA，スケジュールBの開始時刻 Ti+2，終
了時刻 Ti+3，場所DB のとき，ユーザの時刻 tにおける
位置 L(t)を下記の式でそれを示す．

L(t) =





DA(Ti ≤ t ≤ Ti+1)
DA→DB(Ti+1 < t < Ti+2)
DB(Ti+2 ≤ t ≤ Ti+3)
不定 (Otherwise)

(2)
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　次に、位置を認識できるセンサを用いて，スケジュー
ル情報から生成された位置コンテクストの確度向上につ
いて述べる．あるユーザのスケジュール情報から位置コ
ンテクストを生成されたコンテクストとそのユーザのセ
ンサ情報で生成することのできた位置コンテクストとを
比較して，それが合致するならばユーザの位置コンテク
ストの確度が向上する．
2.2 活動コンテクスト
　活動コンテクストとは，ユーザがどんな活動を遂行

しているかということに対応するコンテクストである．
以下にあるスケジュールを持ったユーザの活動コンテク
スト生成の例を示す．次にその生成された活動コンテク
ストのセンサを用いた確度の向上について述べる．
　開始時刻 Ti，終了時刻 Ti+1，スケジュールの種類 Sと
いった属性のスケジュール情報を持ったユーザの時刻 t
における活動 A(t)を下記の式でそれを示す．

A(t) =

{
S(Ti ≤ t ≤ Ti+1)
不定 (Otherwise)

(3)

次に位置を認識できるセンサを用いて，スケジュール情
報から生成された活動コンテクストの確度を向上させる．
もしセンサで位置を認識できなかったあるユーザAのス
ケジュール情報からは活動コンテクスト生成できたとし
たとき，スケジュール情報から位置コンテクストも生成
しておく．ユーザAと同じ活動コンテクストを持つユー
ザを検索するとユーザ Bが見つかった．ユーザ Bはセ
ンサから位置コンテクストを生成できていて，その位置
コンテクストとユーザ Aの位置コンテクスト Aを比較
したところ合致したので，確度が向上したといえる．

3. 設計
　本章では，コンテクストの生成と提供を行うCP-SP

の設計について述べる．CP-SPは，センサ情報を提供す
るセンサ SPや位置情報を提供する位置情報 SP，スケ
ジュール情報を提供するスケジューラ SPなどから情報を
収集してコンテクストを提供する．まずは，スケジュー
ラ SPについて説明し，次に CP-SPの説明をする．
3.1 スケジュール SP
　ユーザは自身のスケジュール情報を管理するスケ

ジューラを指定して，スケジュール情報を提供するため
の SP（以下スケジュール SP）を空間に登録する．これ
によりを空間にログインしているユーザや空間に存在す
るサービスが，スケジュール SPを扱う権利を所持して
いるならば，スケジュール情報を共有できる．
　ユーザによって，異なる種類のスケジューラを利用し
ている可能性があるため，様々なスケジューラに対応する
必要がある．そこで，iCalendar形式（RFC2445）[3]を
ベースに SchedulerHandlerインタフェースを用意して，
これを実装したHandlerクラスを用いることで，様々な
種類のスケジューラのラップができる．

3.2 CP-SP
　コンテクストを生成・提供するサービス（以下 CP-

SP）を設計する．CP-SPはコンテクストによって挙動

を変えるサービスを提供する SP（以下 CA-SP）よりコ
ンテクストを要求された場合，それに対応するコンテク
ストを生成し，CA-SPへとコンテクストを提供する．
　具体的に CP-SPの動作について説明する．CA-SPに
コンテクストを要求されると，コンテクストを生成する
ため，スケジュール SPからスケジュール情報を収集す
る．そしてスケジュール情報の属性を利用してコンテク
ストを生成して，コンテクストを CA-SPへと返すこと
によってコンテクストの生成と提供を行う．しかし，ス
ケジュール情報はあくまで行動予定であり，スケジュー
ル通り行動しているとは限らない．スケジュール情報か
らコンテクストを生成するとき，その精度を向上させる
ために CP-SPは，位置情報を提供する位置情報 SPや
センサ情報を提供するセンサ SPからセンサ情報を収集
し，コンテクストの精度の向上を行なう（図 1）．

図 1: CP-SP

4. おわりに
　本稿では，スケジュール情報を用いたコンテクスト
の生成と提供をする機構について述べた．
　今後は以下の２点について検討し，CA-SPの詳細な
設計・実装を進めていく方針である．
・スケジュール情報から生成されたコンテクスト記述法
を検討する．
・スケジュール情報から生成されたコンテクストの精度
の向上をするアルゴリズムを検討する．
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